
マスターコースのスケシュール

【第1 回】開講式、巻き込み力

【第2 回】課題設定力

【第3 回】生産性向上

【第4 回】経営戦略とリーダーシップ

【第5 回】プレゼンカ

【第6 回】成果共有
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  日時/ 令和3 年1 1 月4 日( 木） オンライン研修

自己変革と組織貢献をテーマに、約2 力月間、考察

と実践を続けてきたアクションラーニングコースの成

果発表会が開催されました。当日は聴講者として企

業担当者やスキルアップコース塾生も招き、5 チーム

2 0 名が自分ブランドをつくりあげ、所属企業に好影

響をもたらすためのアクシヨンプランについて発表し

ました。

発表者であるアクションラーニングコース塾生からは「私だからこそできることがあると感じたリーダーとしての上手

 なアウトプットについて考えさせられた」といった声があがったほか、「発表を聞いて誇らしかったπ支えられたし助けられ

た」といったメンバーへの謝意が伝えられました。

また、聴講者である企業担当者やアドバイザーからは「内容はもちろん話しかたもハキハキとしていてよかつた」「アク

ションプランが具体的だったので実現できると思う」といった声が、同じく聴講者であるスキルアップコース塾生からは

「客観的に自己分析ができているところに刺激を受けた」といった声が寄せられました。

息

長屋黄子( 国立大学法人富山大学）

・§賴される、決相刀をつ方る、指\ ・フカをつ! づる、租塚i こA 献ずるこいう4 つの/ クシヨンを堆或し、5 年凌、上司や同
倅. ; 下とK 好な閃保を染いたり、叉務や相俺にS G : を果たしたりで？るロール干デルになる。

っ杉本由紀子( 社会福祉法人宣S 康久会特別蚕護老人ホームささづ苑）
1 りりをボジティノ' 思与: : ・. 淫- ご或ぶ本験を^ ま・了るため、まゲは司分が傾拜カ・仏幻人| ・マネジメン〉刀を拵い目己4
示括をヨめて、課題解決の扮進や新規寧艾の促栗といった培織貢献につな: ずる。

  ン : ヘン、ソ・/  岩井文乃( 株式会社富山第一銀行）
 貼力を茹大限: こ発揮でさる・チーム、こうなりたいこ感じてわらえる・J ダーを口把し、滋業戦略を・α契・英行して策

始を上げたり、郁t が台蚤していると亡は代打になったりして、ブームのレベルアップや柱堪の三, 楚性夕上をはか
 る。

  I … 中辻輿樹子( 株式会社リッチエル）

安心して任せられる・^ ; - 者: こなれるよう、枝験便を上げるとともに知W . ・幻識を深める。また、若T  メンバーのロー
 ル七アんになれ乙よう、πミューケーンコンを増やしたり、・( 一串のやりかたをバ行や| : こ変える捉栗をしたりする。
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西永ひろ美( 日本海ガス株式会社}
啼^ な喝婢、尤咬内穴. げ^ 〇¥ 示、・ー郎のH 戸琴. = 有に；，バじ^ 署と〇共史そ、ニンデづシ- ンのU ザや= 老の

テ^ ケ; ごよづつ八フマ戈ジメントそおこない、じ部筈、把巧賽，会社: こ貫' . 痒を一えらにる7 7 < 一: こなる0

  . 佐野朝恵( 北陸電力株式会社）
大垣験の艾務| : ・V 巧ぃンて辟り租乙こと、ご不牟殻於. 汚ち幻鼓と^ 扶を培う：と、し；・ノーミンブを> ^ 、し・t . , ノン

・. ・ヴジグントをり- ることで、ヨカを引つ張り岡§む5  ・つ張る0 自ヴ; 欠L H t のハ一, - ゾーシッブを発^ する、

谷森由佳( 株式会社北陸銀行}
出敦をA しこて: とと巨分のh ? : : ち: こ. 卜直でいることヒ. 人・^ こ、資格の取，、決枚ノ. . つフ文ジスント7 ；のぜ化、又七.
違携しあえて: ・琢項涼坦の空洞など: こ私湘み、テつりを替さこ‘M じ迸そ5 えらハる女・すJ - ダーてなる0

  連沼明子( 協和ファーマケミカル株式会社）
 オーブン了- 人同気/ ; ちる人: ，- なく・ため、丁を止めて相・千ッとバ, て^ 丁。云た、否: つ' なチ. 一哉と文πヵがある人: こらるた
力、え諷の深化と= 頁をはかり、でz  . 頁仏をつけて卷巧こ男うして、云わり; * ンらの，祀そ渴

野上明子( 三協立山株式会社）
〒れく二: t i ゾどM バ: : ' みやすい遇シつぐ乙: + ご？呻ソi : g や- ことが崖妥である。そこで、ーミニニケーシコン: r . よって

ラグ: ・) 残H 冗^ や: S 薄も活ん' いながら会社り/ 妃控ウフて、お士記になつ: ・も; : 会となどに免, 知しスH

田代知奈( 三井住友海上火災保険株式会社富山支店}

F 人: こ寄り: れ巧がら游るぐも. ノくなるよう江¢ をしくい. という^ いを？| - えc ため、円士もボジ丁ィゾて: ; ? えるノ/ ン
ド、1 巨+ にさらんと' : ジ: ; る訪しび: ' : - 、尻石そして巧大[ うへ: さ役？i を，嚴よし行品する。

水落香織( 株式会社アイペック）

3 年後、| ・づんなを幻く、フV じいこ| 令^ て、尹た、女・1 リ・ダの・- | ルてデ. , い: ; 一なt ・: るよう、ボジティブふ尹，？し
つ、果段に丁シしンジヴる、x 趙を心…ける、3 : : : プを弦めくぐ. ) 4 項三) をこ| ぐ丁る- :

中居三千代( トナミ運輸株式会社）

チヤレンジラ3 れない、C 分の必えを大すぐずる、与分を汝めて別ます、しーレミンプを巧ろことて- . . り、目ン〉の至
兌そ^ つぐ1 - り一の脊! ^ , - 治さn ず、ーミ; . ニケシコン品フズさら| : : 允汗して人ぐ克: . ぼえ〇リ- ・ダ- ・を弓以す・>

大野紀美恵( 冨山信用金鹿）

づれG 搖とe れる今在となるため、ノ1 フノーミングでネガテ，ノ' : ど考から托川？| るとと乙、ざ十なことくて收^ し
◦ 巴につな：パる, ，f こ、不安: こ| 茂二ないようし方るため、J ハ/ ・は= のf T の二とからーツ」ツとこな9  C

野澤亜希子( 三光合成株式会社）

インプット£ ，アウトプットモ/ 〔うるスボンジのふうな人として、1 L ぶ・b B ’・れ拭をほい、一: ミニニケ- ・ションを以ゴ、広
. . ヵ例を^ ・; ' 巧, ，これしよってi 十内にお: づる「I 部著の芦くし泛を云め、メンバ・のモユベシヨンそゴ/ る。

堂故いづみ( 株式会社日本政策金融公座S 山支店>

□分L みん^ ぞ片・: な：切；するふう、：U ? 験の+ ヌ務・役為: こ站ん〔り枝品・沿・於丹たりするととC ? とりひとり: . ：

あリ/ : - つりか; ・: - でA 哢巧をめ^ 力を引^ < ア。t J 二; こヌ' : しては多^ なペ・やJ アノフンの捉示つ柔軟な: イ: i i 攻! 1 ^ ) ぬ
人合迂每丁そ、

吉村葉子( 株式会社リッチエル）

訝ナ, がやりがいそs じながら嵌じ、フームとしてi c c ^ , じ・上のニ・わ- を兌^ ででるよう、ひとり: : ; ごりの^ ご7 ^ ，て
てる々< ノなる: . スの亡め: こ、異務7 じ戰の^ 只、コミこケーシ] ンの次化、ぼ甥力の: ろ|  一がユプ, ' ' る。

天野治美( 立山科学ブルーブ立山科学株式会社）
ワンフンクトのじ¢ : r W : 〒. k でさる: ^ 与: こ巧る/ : - め、ごとりひとり印尋至に. あわ卜2 て^ ^ ^ 戊i リ・ポ・、する乃ワンセ

ラ- ^ 了在こ: なる。そして、、こハ今逢或する二の、ゴ^ 笑の・i f 系なと裕口ぼへの嵌亡が：！を> : . . 一なう.

戸谷容子( 税理士法人田中会計）

莱役| - 必要ロー品と胡託介, 分; 「免渾でさ亡づン> こ、云た、『客や祀梵の発出で啼: て「. 発R ・促東でさるよう
; r ^ り、牙ぞこヨ- をつ；7 るこ・. とで、巧目に紀〇? ' , 笑呼と云心そちヒらせるぐマ. | 一になる. .

山崎友美( 医療法人財団五省会介護老人保健施設みどり苑）

とんニポ畏可ペブ: . ーノンヅマ，ージワーをし、予巧ぢ行つこと: 、スバアノブロ考そ安えるここ、ヌー獄そ，・ノブ
アードずる二とを文ほす乙。また，. ：: ] 通に: 三人^ 公戌シス丁ムニ唱拓やステ: / つ: 迂ルポ化のため力咲公引, ーモ抒呆・十
   るc

田財知恵( 冨山信用金庫）

ノ，' ^ 清川にならつて沿^ にび- +  : ・ーち肢む。そして、そのなかe メンバー0 1 司色を活力\ 『ため、タフフ戸P 力の旬
化などで目公を窄しつつ、メンバーのM りごと: こ寄り巧い、邑を1 三ば・. . / ぐe f 奇考える茨埃をつくる：



幣日時/ 令和3 年1 1 月2 6 日( 金）領場所/ 富山県民共生センター・サンフォルテ

. 共通講座I
背伸びしない速慮しなし、リーダー・シッブ
へ- わ左しが煌めき、みんな七輝くリーダーになS  ~

  ' ' . ペ・" 有冬典子氏( 株式会社C o c e l e a d 代表取締役）

株式会竹C o r e t e a d の代表取締役である有冬典子氏を迎え、共通講座が実施されました。

リーダーシップとは影響力です。2 人以上の集⑶において、目身の影響力にS 党的になること、理念や

信念を指し示すこと、□己の在り力によって周囲を尊くことで発揮されます。経済成熟期のいま、成果を

あげるのは発^ ・提案するチームです。そして、そのようなチームを構築するために必要となるのは、甚

表なくふるまし\ 方針や理念も語れる、□分らしいリーダーシッブです。この自分らしいリーダーシップを

 発揮するには、θ分軸/ 他者軸の視座をf f i うことと、過剰な□己掻牲を避け上手に白愛を続けることが欠

かせません。

また、リーダーシップの行使により直面する葛藤について、ひとりで抱えこまず祀談相手に頼ること、迷ったら腹を括って体当たりすることが

好ましいとの言及もありました。締めくくりには、経験によって得られるf f i 報H は知識によって得られる情軒里の約1 4 . 0 0 0 倍というデータを引

いて、「背伸びも遠慮もせず経験しながらやっていけば、自分が煌めき周囲が輝きます。みなさんがそんな自分らしいリーダーシップを育まれる

ことを期待しています」と、エールが送られ、塾生たちは数年後のありたい自分に想いを馳せつつ展後の研信を終えましたC

  . ゲ，" - 、 餐日時/ 令和3 年1 1 月2 6 日( 金）

  / \  憑場所. 富山県民共生センターサンフォルテ

I 共遂講座; ; ネットワーク勉強会
  ッ/ 公開講演会終了後はネットワーク勉強会を行い、講演を聴いて感じたこ

" - " とや、当塾に参加して学んだこと、そして、それらをどう活用・実践してい
くかについて話し合いました。リアル集合研修が久々とあって雰囲気は終

始にぎやかで、塾生たちは再会をS びながら、ときに熱っぽく、ときにさっくばらんに、怠見を述

ベ合いました。

規いて、1 江後のありたい姿のキャッチコピーを書いた「未来カードj をつくりました。これは決

明カードでもあり、兄造すことで気持ちを新たにするというもの。当塾修了後も、職場や家

庭で頑張る塾生たちを大いに励ましていきます。

  " ヘ: 、 染日時/ 令和3 年1 1 月2 6 日( 金）移場所/ 富山県民共生センターサンフォルテ

f  '
  ；' /  " : 二」ン? 約4 力月間にわたるカリキュラムを終え、第9 期牛となる塾生5 0 名（スキルアッブコース3 0 名・アクションラーニンブ

  M デエt コース2 0 名）は、令和3 年度「煌めく女性リーダー塾」の修了式を迎えました。
   \   ' はじめに横田副知事から「それぞれの企業で女性活躍推進の旗振り役になっていただき、女性一人ひとりが煌めく富
  ' 、ベ バッ 山の未太に力添えいただきたし」と挨拶があり、修了証萬授与後はアドバイザーの光地富子氏( 北陸電力株式会社理事

  " i ; _  ' 監査役室畏）から「明るく楽しく挑戦を。それを続けていけば道は拓けるはず」、同じくアドバイザーのa 橋博了氏( 株式
会社北捧銀行ほくぎんプラザファボーレ所長）から「当塾で得た学びを活かしながら進んでし' ' ってほしい」と激励がありました。

S 後に塾生代* 挨拶として、スキルアップコースE 瀬麻子さん（株式会社アイザック）が「新たな視点を持て、一歩前進できた」、アクション

ラーニンブコース水落香織さん( 株式会社アイペック）が| ・勇気を持って踏みだす® 至な経験を得られた」と述べ、晴れやかさと和やかさが満ちる

雰囲気のなか修了式を終えました。
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